
概要のページへようこそ
ここには研究の概要についてまとめた
資料が、６ページあります。最初から順
に見ていくもよし。気になるところから
見るもよし、どうぞご自由にご覧下さい。
なお、この資料は平成１６年２月７日
（土）に行われた「ぐんま教育フェスタ
２００４」で配付したものです。

主題設定の理由と研究の構想について

実践の概要について

研究の結果について１
（つかむ過程・調べる過程）

研究の結果について２
（深める過程・広げる過程）

有意義な交流にするために、
授業に取り入れた手立てについて

手立てを取り入れた結果について
（子どもたちへのアンケート結果）
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                 社会的事象の意味について深く考える子供を育てる社会科指導の工夫 

  －子供たちが交流し合う活動を通して－ 

教科教育Ｇ 社会・地歴・公民班 長期研修員 竹田 元（伊勢崎市立豊受小学校）  

長期研修員 山田 浩昭（六合村立第一小学校） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題解決的な学習の課題 
 

時間とともに大きく変化していく社会的事象を

扱う場合、調べたことをそのまま覚えただけでは、

ほとんどが応用のきかない知識のままで終わって

しまいます。大切なのは「調べたことから考える

力」、つまり、将来様々な課題に直面したときに生

きて働く力をつけることだと考えます。 

 そのための手立てとして、本研究では「子供たち

が交流し合う活動」に着目し、 

問題解決的な学習過程の改善 

を行いました。 

調調査査ととそそのの発発表表でで終終わわっっててししままいい、、社社会会的的事事象象のの意意

味味ににつついいてて深深くく考考ええささせせるる学学習習ににななっってていいなないい  

調査や発表の

準備に時間が

かかりすぎる 

資料を書き写

すだけの調査

になっている カラオケ型の

発表になって

いる 

何を考えさせ

たらいいんだ

ろう 

話合いがうま

くすすめられ

ない 

学習問題をうま

く設定できない 

 「「「子子子供供供たたたちちちががが交交交流流流ししし合合合ううう活活活動動動」」」ををを、、、 

問問問題題題解解解決決決的的的ななな学学学習習習ののの各各各過過過程程程ににに   

意意意図図図的的的ににに組組組みみみ入入入れれれるるる！！！   

 

   

広広広げげげるるる   
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学 習 

過 程 

子供たちが交流し合う活動 

（   ）は交流の単位 

 有意義な交流にする

ための主な手立て 

・自分の気付きや疑問を発発発表表表ししし

合合合ううう（生活グループ） 

・追究の方向性について話話話ししし

合合合ううう（生活グループ→全体）

・問題解決の方法を話話話ししし合合合ううう 

・調べて分かった事実を教教教えええ合合合

ううう （調査グループ：同じ共通

問題を追究する子供で構成） 

・調べて分かった事実を教教教えええ合合合   

ううう（発表グループ：各調査グル

ープのメンバーが入り混じるよ

うに組み替えたグループ） 

・新たな問題の解決策について

話話話ししし合合合っっったり、意意意見見見ををを交交交換換換

ししし合合合っっったりする （３人編成の

小グループ→全体） 

・付せん紙の使用（問題

の焦点化） 

・ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ（問題を焦点

化するための観点） 

・ジグソーメソッド 

・ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ 

（発表の仕方） 

 

・ジグソーメソッド 

・ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ 

（比較・関連・総合させ

て考えるための観点） 

・３人編成の小グループ 

・付せん紙の使用（解決

策の有効性の検討） 

・ﾎﾟｲﾝﾄｶｰﾄﾞ（検討の観点）

一人一人の気付きや疑問を出発点 

にし、観点を基に話し合って問題を 

焦点化していくことによって、問問題題  

ををよよりり確確かかにに把把握握すするる  

共通問題の解決に向けて協同で調 

査し、調べて分かった事実を教え合 

うことによって、追究している社会的 

事象の事事実実をを正正確確にに把把握握すするる  

調べて分かった事実を教え合い、結 

果を比較・関連・総合させて考えるこ 

とによって、社社会会的的事事象象にに対対しし  

自自分分ななりりのの意意味味付付けけをを行行うう  

新たな問題の解決策について観点を 

基に話し合い、その有効性を検討す 

ることによって、社社会会的的ななもものの  

のの見見方方やや考考ええ方方をを広広げげるる  
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社
会
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な
事
象
の
意
味
に
つ
い
て
深
く
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え
る
子
供 

ね  ら  い 

本本本研研研究究究ののの「「「子子子供供供たたたちちちががが交交交流流流ししし合合合ううう活活活動動動」」」とととははは………   

◎気付きや疑問、話合いの結果などを発発発表表表ししし合合合ううう

◎出された考えなどに対し意見を交交交換換換ししし合合合ううう 

◎問題解決の方法などについて話話話ししし合合合ううう 

◎調べて分かった事実を教教教えええ合合合ううう   

研究の構想 



 

実践の概要 小学校５年生 小単元「工業生産をささえる貿易と運輸」 （７時間）  
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(１) 

船 はど

こへ？ 

車 が た く

さんある。 

コンテナの

中身は？ 

③ グループの結果を基に、全体で

話し合って学習問題を設定する 
② 気付きや疑問を発表し合い、

話し合って問題を焦点化する 

この三つは似

ているからま

とめよう！ 

これが一

番大切だ

と思う。 

① 資料を見て気付いたことや疑問 

に思ったことを付せん紙に書く 

付せん紙を使った焦点化

① グループの共通問題を解決す 

る方法について話し合い、協同

で調査を行う 

生活グループ

これはもう

答えが分か

っているん

じゃない？ 

全体 

調査グループ 

この学習問題を調べる

といいんじゃない？ この二つの

学 習 問 題

は、一緒に

解決できな

いかな？ 

この学習問題も調べないと、グル

ープの共通問題が解決しないよ。 

② 一人一人の調査の結果を、

調査グループの中で教え合う

資料集○ページを見

てください。日本が一

番輸出している国は

アメリカ合衆国です。

一年間にど

のくらい輸

出している

んですか？

③ 教え合いで分かったことを基に、社

会的事象の事実を正確に把握する 

みんなが調べたことを合わせ

ると、このグループでは輸出

について□□と△△ということ

が明らかになったね。 

① 調査グループの調査で分かった事実 

 を、発表グループに組み替えて教え合う 

発表グループ 

② 教え合いで分かった事実を比

較・関連・総合させて考え、社会

的事象に対する意味付けをする

③ 新たな問題を知り、そ

の解決策を考える 

日本が一番輸入している国

もアメリカ合衆国でした。 
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(３) 

   

つつつ   

   

かかか   

   

むむむ   

 
(１) 

こういう問題を追

究していけばいい

んだな！ 

日本は、原料

や材料を外国

から輸入し、

それを使って

自動車などを

つくって輸出し

ている！ 

日本は、輸出

も輸入もアメリ

カ合衆国との

関係が深いん

だな。 

輸出をいったん中止すれ

ば、その間に相手国の産

業が立ち直るから、貿易

まさつが解消するかも!? 

個人

個人 

① 一人一人が考えた解決策の有効 

性について、小グループで話し合う 

３人編成の小グループ

② 小グループの話合いの結果を発

表し、全体で意見を交換し合う 

全体

輸 入 を 減 ら す

と、物価が高くな

るんじゃない？ 

でも、こっちの方法も

問題点が多いよ。 

それだと、会社の収入

が減ってリストラが増え

ると思うけど…。 

わたしたち

は②の方法

を選びまし

た。そのわ

けは…。 

③ 学習を振り返り、自

分の考えをまとめる 

個人 

②の方法がいい

と思ったけど、そ

うすると大変なこ

とになるな。貿易

は難しい…。 
相手国のこ

とも考え、よ

く話し合って

貿易をしな

いといけな

いな。 
そう言われれ

ばそうだな…。

個人 

学習問題の選択 

▲ 子供たちが考えた学習問題

日本が一番輸出している

国はアメリカ合衆国です。

調査グループ 調査グループ 



つかむ過程 問題をより確かに把握できたか

調べる過程 事実を正確に把握できたか

子供たちは、気付きや疑問を発表し合ったり解

決の方向性について話し合ったりしたことで問

題を把握することができました。事後調査でも、

39名中35名の子供が問題を把握できたと答えて

います。多様な意見を聞くことによって、新し

い発見をしたり自分の考えに自信をもったりし

た子供の姿がたくさん見られました。

車がたくさんある｡(船のことも気にな

るけど、なんだか自信がないな｡)

白い車が多い。港に船がとまって

います。

車と船に気が付いた人が多かった

ね。関係ありそうだから、調べて

いく必要があるんじゃないかな。

さんが発表してくれる？

グループで話し合ったことを発表し
ます。なぜ車がたくさんあるのか。
なぜ船があるのか。・・・ （自信を

もって発表できた。 次の時間から、がん

ばって調べていこう。）

(船に気が付いたのは私だけじゃなかっ

たんだ｡)大きい船が一隻ある。

さんが、問題を把握していく様子

グ
ル
ー
プ
の
中
で
発
表
し
合
う

グ
ル
ー
プ
の
中

で
話
し
合
う

全
体
で
話
し
合
う

さんが、事実を正確に把握していく様子

一番輸出が多い国は、アメリカだと

予想していたけれど、調べてみたら

香港でした｡使った資料はこれです｡

うーん、ぼくが調べたのとは、何

だか違うな。あれっ、資料の読み

取り方が違っていない？

ほんとだ、調べる前に予想した通り

で、アメリカが一番だったんだ。

グループのみんなにアメリカが一番

だよって教えてもらってよかったで

す。 もし教えてもらえなかったら、

間違えたことを勉強したことになっ

てしまったと思います。

調
査
グ
ル
ー
プ
で
分
か
っ
た
事
実
を
教
え
合
う

第５時は、深める過程ですが、教え合いの中で事実を正確に

把握する場面があるので、一つのグラフにまとめました。

0 10 20 人

ほとんど把握できなかった

あまり把握できなかった

少し把握できた

把握できた

0

4

14

21

問題を把握することができたと思うか

0 5 10 15 人

第３時

第４時

第５時

14

7

2

事実を誤って把握してしまった子供

調べ学習では、資料を読み取る力の不十分さか

ら子供たちが事実を誤ってとらえてしまったり、

一面的なとらえで満足してしまったりすること

がありますね。しかし、個人で調べた後に、調

べて分かったことや考えたことを教え合う活動

を取り入れた結果、教え合いの中で子供たちは

正しい情報に修正したり、新しい情報をつかみ

社会的事象を複数の視点からとらえたりして事

実を正確に把握することができました。



深める過程 社会的事象に対し自分なりの意味付けを行えたか

広げる過程 社会的なものの見方や考え方を広げられたか

－ 思 考 の 多 面 性 ＋

（ は一人一人の子供を表す）

第６時

相
手
国
の
こ
と
や
自
国
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た

相
手
国
の
こ
と
や
自
国
の
こ
と
ま
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

筋が通った考えが書けている

筋が通った考えが書けなかった

＋

方

法

の

具

体

性

－

第７時

相
手
国
の
こ
と
や
自
国
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た

相
手
国
の
こ
と
や
自
国
の
こ
と
ま
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

筋が通った考えが書けている

筋が通った考えが書けなかった

＋

方

法

の

具

体

性

－

－ 思 考 の 多 面 性 ＋

一人で貿易摩擦の解決方法を考えたときに
は、有効性だけに目を向けがちでしたが、
３人で話し合う中で違う考えにふれ、問題
点にも目を向けられました。そして、全体
で意見を交換し合うことによって、さらに
多様な考えに気付き、問題が抱える複雑さ
を理解できました。子供たちが最後に書い
たワークシートを見ると、前時とは違って、
相手国のことを考えることや協力し合うこ
となどが必要だという記述が多く見られる
ようになり、今までよりも広い視野から考
えることができるようになっていました。

子供たちは、多くの新しい情報をつかんだり、
発表グループのメンバーにていねいに教えても
らったりしたことで、教え合いのよさを感じて
いました。調べる過程と深める過程での教え合
いを通して、子供たちは輸出と輸入に関する事
実を正確に把握することができました。そして、
分かった事実や考えを比較・関連・総合させて、
輸出と輸入について自分なりの意味付けをする
ことができました。ワークシートの記述を見る
と、単に輸出や輸入だけではなく、貿易と工業
生産とを関連付けた記述ができた子供も23名い
ました。

発
表
グ
ル
ー
プ
で
分
か
っ
た
事
実
を
教
え
合
う

さんが、自分なりの意味付けを
していく様子

日本は機械を多く輸出しています。
外国では、機械はあまり作られてい
ないのではないでしょうか？

輸入しているものの割合で一番多

いものは、機械類です。

日本が、一番多く輸入をしている国

は、アメリカです。

輸出も輸入もアメリカと多くやって

いるんだね。それに日本は、輸出し

ているものも輸入しているものも、

どちらも機械が多いんだね。

予想していたこととは違っていたけ

ど、また新しいことが分かってよか

ったな。友達の考えや意見はすごい

し、みんなで調べたり教え合ったり

するっていいな。

さんが、見方や考え方を広げていく様子

小
グ
ル
ー
プ
で
解
決
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う

全
体
で
意
見
を

交
換
し
合
う

最初は③の「輸出を中止する」がいい
と思ったけど、これはやめよう。①の
「輸出した分だけ輸入する」と⑥の「
輸出する金額を決める」を合わせると
いいかな。うーん、⑦の「アメリカと
日本が手を組む」というのもいいな。

（二人は①がいいみたいだけど、どうか
な。） そうだ、全部ではなく、一部を
減らせばいいんだ。②の「輸出を減ら
す」では、どう？

①がいいんじゃない。

いいね。それにしよう。 君、
それを発表して！

輸出を減らすと、会社の収入が減り、
リストラも多くなるよ。

いい方法だと思ったんだけど、輸出を
減らすと大変なことになるな、よいこ
とよりも問題点の方が多いんだな。だ
けど輸出のし過ぎはよくないし。貿易
の問題はとても難しいな。

問題解決的な学習の各過程に、子供たちが交流し合う活動を取り入れたことによって、子供た

ちは多様な見方や考え方にふれ、それらを基に自分の考えを確かめたり修正したりしながら、広

い視野に立って社会的事象の意味について考えることができたと考えています。

社会的事象に対して自分なりの意味付けが
できたか

23

15

1 1

工業生産と貿易とを関連付けた記述
輸出と輸入にかかわる記述
ねらいに関係していない記述
記述できなかった （数字は人数）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

観観観点点点ををを

与与与えええるるる   

有有有意意意義義義ななな交交交流流流にににすすするるるたたためめめににに   

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

比べる…にているところ、ちがうところ 

つながり（関係）を考える 

合わせて（まとめて）考える 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

比べる…にているところ、ちがうところ 

つながり（関係）を考える 

合わせて（まとめて）考える 

子供たちは、やり方さえ分かればできることがたくさんあります。ただ「話し合ってみよう」「考え

てみよう」と言うのではなく、観点を与えることによってそれらが上手にできるようにしてみました。

⇒ ポイントカード（観点を示したカード）の活用 

分かった事実

を基に、社会的

事象の意味に

ついて考えると

きのポイント 

第４，５，７時に

活用 

解決策の有

効性につい

て話し合うと

きのポイント

（抜粋） 

第７時に活用

【ポイントカードの一例】

「社会的事象を複数の視点からとらえる」「傍観者的な子供をなくす」「発表準備にかかる時間

を短縮する」など、多くの点において有効な方法です。まず、個人やグループで問題を分担して

調査活動を行います。次に、各メンバーの調査内容が重複しないように組み替えた「発表グルー

プ」の中で、一人一人が発表者となって結果を教え合いました。 

調査内容：トラック 【例：四つの輸送方法の特色を調べる（第２時）】

調査内容：貨物列車 調査内容：飛行機 

調査内容：船 

結結結果果果をををもももととと

ににに考考考えええるるる   

分分分かかかっっったたたこここととと

ををを教教教えええ合合合ううう   

運輸の方法にはそれ

ぞれ長所と短所があ

り、企業はそれを考え

ながら運輸している 

付せん紙に考えを書いて発表し合い、それらを操作しながら話し合うと、自分の考えを伝えや

すくなりました。また、互いの考えが視覚的にもよく分かり、話合いがすすめやすくなりました。 

一人一人の気

付きや疑問を

基に、話し合っ

て学習問題を

つくる（第１時）

付付付 せせせ んんん

紙紙紙 ののの 使使使

用用用   

それぞれの解

決策の有効性

について、小グ

ループで話し

合う（第７時） 

安い

速い
正確 

便利 

傍観者をなくし、一人一人が主体的に話合いに参加できるように、３人編成のグループを組み

ました。５人以上のグループでは、しっかりしたリーダーがいなければ、話合いを深めるのは難し

いのではないでしょうか。 

小小小ｸｸｸ ﾞﾞ゙ ﾙﾙﾙ ｰーー

ﾌﾌﾌ ﾟﾟ゚ ででで ののの

話話話合合合いいい   

【第７時 貿易摩擦の解決策についての検討】

分分分担担担しししててて

調調調査査査すすするるる   

本本本研研研究究究ででで取取取りりり入入入

れれれたたた主主主ななな手手手立立立ててて   

※ 第２，３，４，５時に取り入れた

ｼｼｼﾞﾞ゙ ｸｸｸﾞﾞ゙ ｿｿｿｰーー

ﾒﾒﾒｿｿｿｯｯｯﾄﾄﾄﾞﾞ゙    



交流し合う活動

話合いの観点を与える ジグソーメソッド

付せん紙の使用 小グループでの話合い

子どもたちは、こう感じました！

どんなことを話し合えばよいのか分

かったので、意見が言いやすかった

です。

自分は輸出のことを調べたのに、

輸入のことについてもよく分かりま

した。

付せん紙を動かしながら話し合った

ら、解決方法について、とても楽しく

考えられました。

３人だと、とても話しやすくて、ど

んどん意見を言うことができます。

色
々
な
人
の
意
見
が
聞
け
て
、
自

分
の
考
え
を
も
つ
の
に
役
に
立
ち
ま
し

た
。
ほ
か
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
自

分
の
考
え
と
比
べ
ら
れ
た
の
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
意
見
の
中
に
、
自
分
と
同

じ
考
え
が
あ
っ
て
自
信
を
も
ち
ま
し
た
。

話
合
い
を
中
心
に
し
た
学
習
を
し
た
こ

と
で
、
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
社
会
の
学
習
や
話
合
い
が
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 0
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上のような手立てを取り入れたことで有意義な交流となり、子どもたちは、それぞれの
学習過程のねらいを達成するのに役に立ったと感じていました。
話し合う活動を積極的に取り入れ、観点の与え方やグループ編成などを工夫すること

で、子供たちは話し合いが上手になります。
3人編制のグループは、グループ数が多くなってしまうため、一斉指導では取り入れる
ことが難しい場合もあります。社会科でも少人数指導を取り入れていくとよいと思います。


